
九州建設情報社

建設業の元請け・下請けの対等な関係へ 

九州地整が１１月を「建設業取引適正化推進月間」に設定 

国土交通省九州地方整備局は、令和８年１１月の１ヶ月

間を「建設業取引適正化推進月間」に設定し、建設業法の

厳正な運用と不正行為の未然防止に向けた集中的な取り

組みを実施する。建設業界では従来から法令遵守の周知や

ガイドラインの浸透が図られてきたものの、依然として元

請負人から下請負人への違法・不当な「しわ寄せ」に関す

る指摘が絶えない。こうした状況を受け、同局は元請・下

請間の対等な関係構築と、公正で透明な取引の実現を急務

として掲げている。 

期間中は、福岡県をはじめとする九州各県や関係団体と

連携し、普及啓発活動や講習会を展開する。特に、適正な

水準の労務費の確保や、無理のない工期設定がなされてい

るかを調べるため、「建設Ｇメン」による機動的な調査や立入検査を重点的に実施。違反の

恐れがある場合には労働基準監督署とも合同調査を行い、厳正に対処する方針だ。 

また、建設業法違反に関する情報を受け付ける「駆け込みホットライン（情報収集フォ

ーム）」を３６５日・２４時間いつでも稼働させている。書面契約の未作成や見積書の労務

費の減額、著しく短い工期の設定などのトラブルに対し、情報提供者の不利益に配慮しな

がら情報収集を進め、法令違反の根絶を図る。 

なお、建設企業等を対象とした「建設業法令遵守講習会」は、オンライン（Ｔｅａｍｓ）

形式で令和８年１２月３日１３時３０分から開催される予定。 

 

１１月は「 建 設 業 取 引 適 正 化 推 進 月 間 」 

https://fukuokaken.kensetsunavi.com/imart/navi/top-kiji/kiji261028-1-1.pdf

